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論文要旨：重症筋無力症（MG）患者の下垂体副腎機能は肉体的、精神的ストレスやステロイド治療によっ
て影響される。47名の PSL未投与群（PSL(-) 群；n=29）と、0.5～20mg/日のPSLで治療した群（PSL(+) 
群；n=18）で下垂体副腎機能と、精神的QOLへの影響を評価した．評価には、the 28-item general health 
questionnaire（GHQ-28）を用い、下垂体副腎機能は、午前9時から11時の血漿ACTH濃度および血
漿コルチゾール濃度で評価した。罹病期間、Quantitative MG Score for Disease Severity（QMG score）
は両群で有意差はなかった．ACTH、コルチゾール濃度は，PSL(+) 群のほうが低値であり、PSL投与量と
血漿コルチゾール濃度に負の相関（P = 0.03）を認めた．PSL(+) 群のGHQ-28における不安と不眠のス
コアは，PSL(-) 群と比べ有意に低値であった（P = 0.038）。PSL(-) 群では，血漿ACTH濃度と血漿コ
ルチゾール濃度に関連性はみられなかった．一方，PSL(+) 群の血漿 ACTH 濃度は，血漿コルチゾール濃
度との間に有意な正の相関（P = 0.004）があり、GHQ-28での不安と不眠のスコアとの間にも有意な負
の相関（P = 0.023）を認めた。MG患者に低用量PSL治療は下垂体副腎機能を正常化し，不安、不眠を
改善させると考えられた。
1. 審査過程：MGの病態、本研究の目的、治療法、対象患者背景、方法、結果、考察について適切な説明が
行われ、血中 ACTH, cortisolの測定時間ならびに臨床重症度の判定時間について適切な回答が得られた。
2. 低用量プレドニゾロン療法による ACTH-コルチゾール系への影響と血中コルチゾール値との関連につい
て、また低用量服用患者で、より不安、不眠の程度が軽かった理由について、適切な回答が得られた。
3. 重症筋無力症患者のうち、ステロイド大量療法中、あるいはステロイド離脱経過良好群について、また他
のステロイド長期服用中の神経筋疾患患者の心理テストに関する質問に適切な回答が得られた。
4. MG症例の重症度の背景の違いによるデータへの影響についての質問に対して適切な回答が得られた。
5. QMG score, GHQ-28スコアと男女差、罹病期間との関連についての質問に適切に答えることができた。
6. PSL+/- 例の併合解析の可能性についての質問にも適切に回答できた。
価値判定：本研究は、増加傾向にある重症筋無力症患者に対して、プレドニゾロン療法を行うことによ
って精神症状を含めた患者 QOL がどのような影響を受けるかについて示唆に富む知見を明らかにして
おり、臨床的に有意義な研究であり、学位論文としての価値を認める。 
